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『日本語研究ハンドブックシリーズ』第 8 巻は、日本語の社会言語学研究についての初めての

包括的な概論書です。日本語は他言語のように、非常に多様な言語体系を発展させてきました。

その言語体系は、言語的要因と社会的要因の相互作用よって形作られた変種として理解されてい

ます。本巻では主に、西洋言語においてまず研究され、その後日本語において考察された社会言

語学の古典的な主題と今日の問題の両方に焦点を当てています。本巻では、社会言語学における

重要な諸問題を主題として扱っており、そこには日本語の社会言語学的特徴が表れています。社

会言語学全般においてよく知られているように、ジェンダーや敬語、ポライトネスなどは、とり

わけ日本語の核心に関わるテーマです。同時に本巻では、日本で広く行われてきた社会成層や談

話、接触、言語政策などの他のテーマについての研究も収録しています。さらに、本巻では日本で発展してきた複数の

「ドメスティック」な社会言語学の研究方法を取り入れています。それらの研究方法は、いわゆるアメリカの Labovian

や Hymesian 社会言語学の発展よりも数十年早く出現し、日本の社会言語学研究における独自の発展を遂げてきました。 
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